
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ゆめじゅく編集委員会        

７日 (月)  １３時３０分～ 

★人権のつどい日 

１１日（金）１９時３０分～２１時 

★ゆめ喫茶 

１１日（金）１０時００分～ 

  

〒792-0821 新居浜市瀬戸町 7-30 

ＴＥＬ ：0897-41-5859（Fax 兼用） 

E-mail ：seto@city.niihama.lg.jp 

 

★回転木馬 

９日（水）１０時００分～１０時４０分  

★移動図書館青い鳥号 

８日(火) ２９日(火)  

１５時１０分～１５時５０分 

★消防訓練１７日（木）１５：３０～ 

 

 

 

 

 

2026(令和８)年 

今年のであい展は、１１月中旬に予定
しております。 
詳細については、別途ご案内致しま

す。 
サークル関係者の方は、作品およびオ
ープニング等のご準備宜しくお願い致
します。 

 

『戦後８０年と新居浜』 

 
〈出来事〉 
○ 新居浜空襲：1945 年 3 月 19 日、5 月８
日、7 月 24 日の 3 回。この空襲で 13 名の
方が亡くなる。 

○ パンプキン爆弾：原爆の模擬爆弾 2 発が

新居浜に投下。この爆弾は長崎に投下された
原爆と同型。 

○ 戦時中の新居浜 
 ・ 食糧不足で多くの学校の運動場が畑にな

り、運動会も中止になった。 
 ・ 学校の授業は、「防空訓練」「竹槍訓練」

「薪木集め」になった。 
・ 中萩小や西高は空襲に備えて、天井を外
していた。 

 ・ 星越山から対空砲を撃っていた。 
・ ２つの捕虜収容所があり、644 名が収容
されていた。うち 45名が強制労働等で亡

くなった。 
 ・ 別子銅山に 1,４00 名近い外国人（中国・

朝鮮）が強制連行され、多くの人が亡くな
った。 

○ 戦後８０年の新居浜 
 ・ 『さとうきび畑』の初演。作詞・作曲者

の寺島尚彦が新居浜市民合唱団を指導し
ていた縁で。 

〈もの〉 
○ 新居浜市戦争慰霊碑（滝の宮公園）：西南
戦争～第 2 次世界大戦で亡くなった市民 
２，450 名を慰霊。 

○ 泉川地区戦争慰霊碑（高柳泉）：戦争で亡

くなった泉川地区 275 名を慰霊。 
○ 桜の切り株（中萩小学校南側）：卒業生 

7 名が出征前に植樹。 
○ 大黒繁男慰霊碑（西条市・楢本神社）：敷島
特攻隊５名を慰霊。 

  
終わりに、日野さんは、大黒さんの最期の言

葉である「平和」と「安心」を「歴史」「地域」
「先人」に学び、次の世代・時代へ伝えていく
ことを語られました。 

８月の「人権のつどい日」は、新居浜市教育

委員会事務局学校教育課 指導主幹 日野 智

徳さんの「戦後８０年と新居浜」と題したお話

でした。 

日野さんは、「自ら足を運び、自分の目と耳

で見聞を広めるフィールドワーク」をモット

ーに、郷土史研究をライフワークとされてい

ます。戦後８０年を一つの節目とし、新居浜市

にまつわる〈ヒト・コト・モノ〉をご自身の想

いとともにお話してくださいました。 

 

〈郷土の先人〉 

○ 藤田 達芳（神郷出身） 

  新居浜から初選出の衆議院議員として、

日清戦争の講和や新居浜では多喜浜塩田の

発展に尽力。 

○ 岩井 貞三（中萩出身） 

  西洋看護方法を日本に広めるとともに、

日清、日露戦争で病院船医長を務める。 

○ 広瀬 満正（広瀬宰平の子） 

  貴族院議員。日本赤十字社や済生会の創

立に関わる。旧広瀬邸を金子から中萩に移

築。 

○ 広瀬 次郎（広瀬宰平の孫） 

  日本赤十字社の発展に尽力するととも

に、ローマ字の普及にも尽力。 

○ 十河 信二（中萩出身） 

  関東大震災後に東京の復興に尽力。要職

を歴任後、国鉄総裁を務め、東海道新幹線の

開業に尽力。 

○ 藤田 若水（中萩出身） 

  弁護士。広島県議、国会議員を経て、広島

市長を務める。戦後、広島市の復興に尽力。 

○ 大黒 繁男（金子出身） 

  神風特攻隊第 1 号。最期に遺した言葉は

「平和」「安心」。 

8 月１４
日、瀬戸・寿
連合自治会
夏祭りが行
われ、青年部
による地域
の伝統芸能・
獅子踊りの
太鼓が披露
されました。 

これからの健康づくり講座 
～今日から始めるフレイル予防～ 

日時：９月３０日（水） 
14:00～15:30 

場所：瀬戸会館 1 階  
会議室 A 

新居浜市教育委員会事務局学校教育課  
指導主幹 日野 智徳さん 

瀬戸・寿連合自治会夏祭り 



フェアヘーブンのバートレット・アカデミー

で、彼は寝る間を惜しんで熱心に勉強し、首席

となっています。現在、高知城内に陳列されて

いる万次郎署名入りの英語のアルファベットの

掛け軸をみたことがありますが、これは日本最

初の英語の教科書だと感嘆しました。「ジョン

万」は、自らの特性
● ●

を見出し、それを磨きあげ

ることで道を切りひらきました。語学や航海術

における彼の力は、自らの努力によって育まれ

たものです。一人ひとりの個性を尊重し、それ

を伸ばしていくことは、教育の根幹です。「ジョ

ン万」が、米国で民主主義や男女平等など、日

本人にとって新鮮な概念に触れることにより、

彼の特性
● ●

がどのように磨かれていったか、これ

から制作されるドラマでの描写が楽しみです。 

また、帰国後の彼は、異文化で得た知見を日

本社会の中で活かそうと努めました。その姿勢

は他者を尊重し、社会に尽くそうとする精神が

現れています。「ジョン万」の身に付けた知識

が、判断を支え、彼の徳性
● ●

が彼の行動の指針と

なったのでしょう。現代社会は、家族のあり方

や人々の生活スタイルが大きく変化をとげ、ま

た、マスコミ等からの膨大な量の情報によっ

て、人々の価値観があまりにも多様化してしま

った現状があります。 

そのような社会においても、普遍的な価値観

は、「他者を尊重し、何等かの形で社会に貢献す

る」だと思います。そういった意味において

も、「ジョン万」の帰国後の活躍がドラマでどの

ように描かれるかも楽しみです。 

 

数奇な運命をたどり、我が国の近代化、国際

化に大きく貢献した「ジョ 

ン万」は現在、銅像となっ 

て足摺岬の入口に立ってい 

ます。彼の魂は、遠く離れ 

た第 2の故郷アメリカ「フ 

ェアヘーブン」をめざして、 

今もなお太平洋を航海して 

いるのではないでしょうか。 

 

 

 

2028 年大河ドラマ「ジョン万」に決定。主人公

は 江戸末期、土佐藩（今の高知県）の漁師で遭・

漂流の末 救出されてアメリカに渡り日米交流に尽

力した「ジョン万」こと 中濱
なかはま

万
まん

次郎
じ ろ う

(1827～1898)

です。   

彼は現在の高知県土佐清水市の貧しい漁師の次男

として生まれました。14 歳の時に仲間と漁船に乗

ったところ嵐に巻き込まれ、数日間漂流した後、太

平洋に浮かぶ無人島「鳥島」に漂着します。万次郎

達はそこで過酷な無人島生活をおくりました。漂着

から 143 日後、万次郎は仲間と共にアメリカの捕鯨

船ジョン・ハウランド号によって助けられます。ジ

ョン･ハウランド号の船長ホイットフィールドは万

次郎の事を気に入り、アメリカへ連れて行きたいと

思い万次郎の意思を問いました。万次郎もアメリカ

へ渡りたいという気持ちがありましたので、船長と

ともにアメリカへ行くことを決断し、この時、ジョ

ン・ハウランド号にちなんだ「ジョン万」という愛

称がつけられました。アメリカに渡った「ジョン

万」はホイットフィールド船長の養子となり、マサ

チューセッツ州フェアヘーブンで共に暮らし、学校

で、英語・数学・測量・航海術・造船技術などを学

びました。卒業後は捕鯨船に乗り、数年の航海を経

た後日本に帰国することを決意。帰国資金を得るた

めに「ジョン万」が向かったのは、ゴールドラッシ

ュの起こっていたカリフォルニア。金鉱で得た資金

を持って、帰国準備を整えて、日本に帰国したので

した。 

帰国後は鎖国中の日本に貴重な海外情報を伝え、

我が国の外交や教育に貢献しました。激動の時代を

生き抜き、異文化の中で学んだその歩みは、現代に

生きる私たちに対して大いなる示唆に富む人生で

す。歴史に名が残るはずなどなかった貧しき漁師

が、なぜ、後世に名を残す人物になったのか、それ

は、教育の力が大きかったことは言うまでもありま

せん。「ジョン万」は、10 余年、米国の学校教育を

受け、高い教養と新しい技術、貴重な体験を身に付

けました。もちろん、そこには「ジョン万」のひた

むきな努力があったことは言うまでもありません。               

 

 

                                                        

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸会館では、人権、健康、福祉、生活等の各種相談を行っています。 

お気軽にご相談ください。 

※８月１９日現在の予定を記載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和８年１０月１日（木）１９：００～２０：００ 
場所：泉川公民館 
講座名：災害と人権  人権啓発指導員 小笠原 忠彦 
ぜひご家族、ご近所お誘いのうえ、気軽にご参加ください。 

 

 


